








　心身障害児にみられる眼の障害は,従来ややもすると第Ⅱ神経(視神経)の障

害,換言すれば視力にのみ判定基準が設けられ,眼球運動系の異常や両眼視,調

節,輻較機能に関してはあまり関心が払われていなかった。確かに視覚による

生活ができない場合が,眼科的障害として最も重いことはいうまでもない。し

かし,視覚を利用する生活ができるものの中にも,さらにその潜在能力を発達さ

せ,たかめるための努力に欠けていたことは否定しえない。そこで,従来よりの

全国療育相談センクーでの,眼科的検査指導および慶大眼科での臨床的研究を

もとに,障害児の視覚ならびに眼機能障害の制定と治療について検討した結果

を報告する。


